ゝにヽ o 

力る レ 

徳田 中尉、 野 坂 中尉と いう 指導者が 上に あって、 だ 

いぶ 下の 下になる が、 除名され た 中 西 伍長と いう 参議 

院議 員な ど 、 さらに 末端 の 兵卒 に 至る まで 順序よ く 配 

列され ている わけ だ。 

中 西 伍長が 綿々 と 述べた てると ころに よると (週刊 

朝日 一 月 二十 九日 号) 党 中央と いう もの を 党員が 批判 

する ことができない。 批判す ると、 反動 だとい うこと 

になる。 たまたま 中 西 伍長が 独自の 見解 をのべ て、 そ 

れを党 中央の ォ ェ ラ 方に 批判して もらおうと 思 つ たら、 

徳田 中尉 は カンカン 怒って、 伍長が 二三 分喋リ 得た の 



中 西 伍長 を 除名した ように、 今度 は 自分が コ ミン フォ 

ルム から 除名され る だけの こと だ。 あげくの 果は、 武 

力 侵略の 好餌と なる だけ だ。 

日本 共産党 は、 民族 独立と か、 植民地 化 を 防げ、 な 

ど、 唄って いるが、 コミンフォルムの 一 暍にシ ッポを 

垂れる ものに、 民族 独立が ある もので はない。 彼らの 

性格 は ハツ キリして いる。 コミンフォルムの 植民地 だ。 

この 植民地に は 自主がない。 国民 は 選ぶ こと も、 批 

判す る こと も、 審判す る こと もで きないの である。 党 

中央に 対して コミンフォルムの 批判と 命令が 絶対で あ 

るよう に、 国民 は 党 中央に た、 V 服従す る 以外に は 手段 



、、ゝ f 、 。 

力る レ 

共産党 は マルクス • レ ー ニン 主義が 絶対で ぁリ、 他 

の 主 義 思想 を 許さない。 現に 日 本 共産党 は そ の 議会 主 

義 的な 傾向 を 批判され、 シッポ を 垂れて いるの だ。 

国民が 自分の 思想 を 自由に 選び、 政党 を 批判し、 審 

判す る こと を 許さぬ ような 暴力 的な 主義と いう もの は 

自由 人と 共存し うる もので はない。 我々 の 軍部が そう 

であった ように、 彼ら もフ アツ シズム であり、 配給 は 

あるが、 自由 は 許さない。 批判 も 許されない。 

共産党 ぐら い 矛盾した こと を 平然と 述 ベた てる 偽善 

者 はいないだろう。 彼ら は 人間の 解放 だと か 個人の 自 



いると 考えて いると したら、 呆れた 話で ある。 敗戦と 

いう この 事実に 混乱し ない 将校が いたら、 人間で はな 

くて、 木 偶 だ。 まだ 優越 を 夢み ている としたら、 阿呆 

である。 

私 は 八紘 一宇 を マルクス. レ ー ニンに すリ 替えて 祖 

国へ 敵前 上陸す る 人々 に対して は、 腹 を 立てる 気持に 

なォな レ 

ィャ らしい と 思う の は、 そんな 教育の 仕方 をす るソ 

ピエトの 知性の 低 さで あり、 好戦的な 暴力 主義で ある。 

日本の 軍部が 占領地で 八紘 一 宇 を 押しつけ たと 同じ 知 

性の S さで ある。 



からない と 思って いました。 国民 儀礼と 八紘一宇が 世 

界を 征服す るなん て、 そんな 茶番が 実現され て は、 人 

間 そのものが 助からない。 私の 中の 人間が、 八紘一宇 

や 国民 儀礼の 蒙昧、 狂信、 無礼に 対して、 憤る のは自 

然 であったろう。 

私の 希望が フシ ギに 実現して、 軍人と 八紘一宇と 国 

民 儀礼が 日本から 消え失せて しまったが、 人間が 復活、 

ィャ、 誕生して くれる かと 思う と、 どっこい、 そうは 

問屋が 卸さない。 

国民 儀礼の 代りに 赤旗 を ふって インタ —ナショナル 

を 合唱し、 八紘一宇の 代りに マルクス. レ— ニン 主義 



いう 前代未聞の 怪物が 介在して、 在来の 通念 を さえ 

ぎって いるから である。 

けれども、 二 大国の 対立が 不発の ままで 続く ことに 

よって、 その 周辺の 小国 は、 続々 内乱 化の 危険が ある 

よう だ。 

コミンフォルムの 日本 共産党 批判 は その 方向への 一 

歩 前進 を 暗示して いるし、 それに 対して 右翼 も 益々 組 

織され 尖鋭 化する 形勢に あるよう だ。 

日本から 占領軍が 撤退す ると、 内乱 的な 対立 はたち 

ど - ろに 激化し そうだ。 

私 は 内乱な ど 好ましい と は 思わない が、 その 犠牲で、 



未来の 希望が もてるなら、 まだし も 救い はあろう。 し 

かし、 左右 両翼、 どっちの 天下に なった ところで、 ファ 

シズ ム の 急坂 を - J ろが り 落ち て 行く だけの こと だ。 

狭小な 耕地 面積と 乏しい 天然資源、 おまけに 人口 は 

八 千万 を 越して、 避妊薬の 流行 にもかかわらず、 一 億 

を 越す に 長い 年月 を 要せず という 盛大な 繁殖 率 を 示し 

ている。 

四百 年 前に 渡来した ザ ビエルが、 すでに 日本人の 勤 

勉 さと、 国土の 貧し さ、 食生活の 貧し さに 驚いて いる 

の だ。 戦国時代の せいだけ ではない。 徳川 時代の 農民 

一揆の 場合な どで も、 武士が ゼィ タクして いたと いう 



戦争 抛棄と いう 世界 最初の 新 憲法 をつ くりながら、 

ちかごろ は 自衛権 をと なえ、 これ も あやしい ものに 

な つ てきた。 

吉田 首相 は 官吏の 減少 を 国民 負担の 第 一 条件と 断定 

しながら、 軍備 を 予定して いると したら ッジ ツマの 合 

わぬ こと 夥しいで はない か。 

軍人 一 人と 官吏 一 人で は、 国民の 負担の 大きさが 違 

う。 軍人 一人に は 装備と いう 大変な 重荷が ついている _ 

原子 パク ダン 時代に 鉄砲 一 つの 兵隊なら、 ない 方が よ 

ろしい。 戦車で も、 おかしい。 要するに、 ない 方が よ 

ろしい。 



戦争な ど、 いう もの は、 勝っても、 負けても、 つま 

ら ない。 徒らに 人命と 物量の 消耗に すぎ ないだ けだ。 

腕力 的に 負ける ことな ど は、 恥で も 何でもない。 それ 

でお 気に 召すなら、 何度でも 負けて あげる だけ さ。 無 

関心、 無抵抗 は、 仕方なし の 最後 的 方法 だと 思う のが 

マチ ガイの もとで、 これ を 自主的に、 知的に 摑 みだす 

と いう 高級な 事業 は、 どこの 国 もま だ やった ことが な 

ヽ o 

レ 

蒙古の 大 侵略の 如き ものが 新しく やって きたに して 

も、 何も 神風な ど を 当に する 必要 はない ので ある。 知 

らん 顔 をして 来たる に まかせて おくに 限る。 婦女子が 



義務 を果 し、 又、 自分自身の 生活 をた のしむ こと だ。 

セッ カチな 理想主義が、 何より 害毒 を 流す ので ある。 

国家 百年の 大計な ど、 いう もの を 仮定して ムリな こと 

を やる のが マチ ガイの もと だ。 人の やる 分まで、 セッ 

カチ にやろう というの が、 もっての 外で、 自分の こと 

を 一 年ず つやれば タク サン だ。 

銘々 がその 職域で、 少しで も 人の 役に立つ こと をし 

てあげた いと 心がけて いれば、 マルクス. レ— ニン 主 

義の 実践な ど より、 どれく らい 立派 だか 知れ やしない。 

人の 能 は 仕方がな いから、 心がけても、 人に なんにも 

して あげられなくても、 かまわん のさ。 
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